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坂
田
太
郎
教
授
の『

ケ
ネ
ー
経
済
表』

の

「

訳
者
解
説」

を
中
心
と
し
て——

.

■'
:'
'従
来

--
般

に

碧

表
.は
原
表
と
範
式(1

般に
は
略
表
と

^
^

.'

.
|
.-
.
'
.
1
丨

，
-
.
V ::
'■
:
:■て

べ

を 

：

と
：2
ー
種
あ
：る.も
：の
：と̂
、
而
も
両
者
汰
そ.の
記

入

す

る

擊

が

ら

又
、

0

 

V:
ヶ
ネ
I
の
.経
済

表

はtableau 

f
o
n
d
a
m
l
a
i

と
称
せ
ら
れ
る
原
表
か.
.
に
て
ー
宏
さ
れ
る
機
構
か
ら
別
個
の
も

^
と
考
え
^
れ

^
の
両
者
を
矛
盾
な̂ ̂

ら
、'.
クC
の
雁
木
型
の■

細
分
の
一
過
程■

約

せ

る『
農
業
哲
学i

の略表く、
そ

.の
形
式
に
於
て
も
、
内
容
に
；於
て
志
、
へ
果
又
数
字
に
於
て
も
統

.
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こ
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故とは不可能である

」
(

山
ロ
正
太
郎
博
士
論
稿

『

経

霞

の

研

究』—

大
阪
商

こ
又『

経
^*
表
の
分
^T

の
範
-^forrnule 

&

^

&
§̂
5'
01
1
0日
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.
,
科
大
学
経
済
研
究
年
報
第
四.号
一
，
一
一
頁)

.と
含
え
考
え
ら
れ
てL
た
の
で
あ 

に
到
達
ザ
る
も
り
と
考_

れ
る
。
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へ
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式
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醫

過

程

：攀

第
一V

'

経

济

表
.

(

原
8
ゾ
と
略
表
ど
略
式
及
び
範
式
に
就
て
ー;.
^
:
:
'■、

■;
.
 

\と
、_

.ぞ
水
に
使
用
さ
れ
る
数
宇
の
論
拠|

^

が̂
虼
し
た
の
で
あ
る
が
、

、
.坂
田
教
阕
戍
ぞ
の『

.ヶ
ネ
丨
経
済
表』

0「

訳
乾
解
輯
に
経
済
_(

歌
表)

：

-

I
場

食『

農
業
哲
学
綱
要』

の
略
式
は
範
式
と
一
括
し
て
取
り
扱
っ
た
の
で 

、と『

経

猿

の

免
6

5
後
ぬ
於
け
る
経
髮
：の
範
式
と
の
溝
成
上
の
相
違
を
.

：

馨

，
(a

ニ
田
学
会
雑
：誌,
三
十
八
卷
第
奪
^ ̂

.
四
合
併
号
、
第
八
号

)

。 

明
ら
か
に
す
る
た
め
に
必
要
な
逾
程
：とL:
;
て『

農
業
都
裳』

の

略

表

を

探

り

上
U:
か
る
に
：一
坂
田
教
授
：は

：

'r

ジ
ジ
：ッ
略
式
と
範
式
と
は
ほ
ぼ
同
じ
構
成
を
示 

げ

ら

れ『

農
業
®'
学』

：
に
原
表
と
餐
が
、
又
そ
の
へ

『

綱
要』

に
原
表
と

略

式
,

す」

へ( 「

訳
者
解
説
1
:五
三
貢
^
ぞ

「

そ
れ
ゆ
え
た
だ
表
の
形
式
か
ら
言
ぅ
：な 

と
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と.が
、
，そ
の
中
間
的
性̂

,裏
«:
き
し
て
い
る
か
に.

■■
ら
ば
略
式
ど
範
式
と
％

区̂f

る
理
由
は
ほ
と
ん
ど
：な
い
の
：で
あ
る
が
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綱 

思
わ
れ
を
と
せ
ら
れ
る

X
「

訳
者
解
説
1-
;
五
三
頁)

0

.

.

:
■

、要1,

へ
の
説
明
と
：：

『
分
折』

め
：そ
れ
と
め
間
に
ゅ
、
ゃ
は
り
注
目
す
べ
き
ひ
ら
き

を
認
め
ざ
る
を
得
众
い

」

q

' m

者
解
説」

七
〇
頁)

.と
せ
ら
：れ
て(

略
式
を
.略 

表
と
一
括
し
で
原
表
と
範.式
と
の
'中
間
形
態
'
Fo-
r
m
e 

intermidiaire 
.

と 

せ
ら
れ
た
.の
'で
あ
る
。
.教
授
は
斯
く
 

S
業
質
子
綱
要』

.の
解
説
を
重
視
せ
ら 

れ
、
そ
の
略
式
の
構
想
も
範
式
の
ぞ
れ
よ
り
も
前
の
段
階
に
属
す
る
も
の
と
せ 

ら
れ
る
。
そ

の『

綱
要』

の
刊
行
が1

七
六
：七
年
の
三
月
で
あ
り
'、
範
式
を
掲 

げ
る
'『

経
済
表
の
分
析』

を
編
®
す
る
論
集f

ス
ィ
ジ
オ
ク
ラシ
ィ

』

■■
■
■'

が
同
年
: 

の
十
一
月
に
公
刊
さ
れ.た
と
，と
.か
ら
略
式
が
範
式
.よ
り
先
に
発
表
せ
ら
れ
た
も 

の
で
あ
る
こ
と
は
論
が
な
い>
し
て
も

『

経
済
表
の
分
析』

'が
.デ
；ユ.■ポX

;

の
要

請
に
よ
り
て
執
筆
せ
ら
れ
、
そ
の.時
、
経
済
表
と
し
て
の
新
し
い
機
構
の
範
式
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表

,

へ 

原

'が
戴
作
せ
ら
る
る
こ
と
と
な
つ
た
の

.で
あ
り
、
そ

の

論

稿

が

「

農
業
、
商
業
及 

び
財
政
雑
誌

」

J
o
r
n
ei
d
e 

Tagriculture, 

du 
comm

e
r
e
e
-

 et 

des 

f
i
n
a
n
c
e
s

の
一
七
六
六
年
の.允
月
号
に
発
表
せ
ら
れ
た
. 

' 『

経
済
表
の
分
析

』 

に
掲
載
さ
れ
な
く
と
も
、
セ
の
時
に
ば
当
然
考
え
ら
れ
て
あ
ぅ
た
も

Q

と
推
定 

:さ
れ
、
夂

！1誌
^
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
ヶ
ネ
ー
が
.経
済
表
め
遍
用
の
一
例
と
し 

で
，

T

ル
百
：©
経
済
問
®Q

掘
決
：の
た'め
に
迪
ら
な
く
て
は
な
ら
ぬ
過
程
.の
.
一
例 

と
し
て
提
起
す
る'-
-

『

経
済
問
題』

.に
はF

分

麗jTableau.de la ddstri- 
l
i
o
n

と
し
て
範
式
の
形
式
が
表
明
さ
れ
た

%;
-
の
.と
思
わ
れ
る0 

r 

1
面
、
3
業
哲
学
綱
要1〔

の
内
容
は
、
乇
の
表
題
の
示
め
す
ご
と
く

『

農
業 

-

o 

哲
学I

:

の
複
雑
な
る
実
例
そ
煩
瑣
の
計
算
と
を
削
除
し
た
そ
の 

卜

0-
,'
20
:要
約
で
あ
る
が
、
.只
そ
水
に
、

ヶ
ネ
ー
が
新
た
の
構
想
に
.な
る 

U-
0-
計

範

式

安

略

表

'に
替
え
て
掲
載
し
た
の
が
略
式
で
ぎ
る
と
考
え
る 

■

.合

時

、S
要
与
の
説
明
が
略
式.の
解
説
と1>
;
て
は
適
合
せ
ざ
る
個 

所
が
見
ら'れ
る
と
1>
て
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
と
も
思
わ
れ
る

°.

従

つ

て

坂

田

教

授

も

『

綱
要1

の

説

明

と『

分
析』

.の

.そ
れ 

と
を
比
較
し
て
、
両
者
の
間
に
：は
差
馬
あ
ゥ
と
せ
ら
る
る
が
、 

掘
表
と
し
：て
は
略
式
と
■
式

と

を1

つ
^
勢

又

ら

れ

て

「

原
表 

,•.
と
範
式
と
の
耩
成
上
の
相
違
は
略
表
と
略
式
と
の
形
式
上

O'
相 

違
：に

電

的

に

あ

ら

わ

れ

て

い

る
1—
:

( 「

訳
者
解
説」

茧
^
5
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■■，
と
し
、
又
--
.原
表
：と
範
式
と
办
構
成
上
の
相
違
は
、
.
か
な
り
に 

'■
:
:略
表
也
：赂
式
龙
の
間
の
，

^

®に
こ
れ
を
集
約
で
き
る

」
(「

訳
者

解
説
-̂
七
：〇
頁
ツ
も
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と
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を
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と
と
が
つfo
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で
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解
説」

.五
四
頁
参
照
> 

.
と
せ
ら
れ
る
。
洵
：に
厳
表
の
生
産

•

不
生
産
両
階
級
間 

の
等
比
級
数
的
細
分
め
の
相
互
支
出
過
程
を
総
括
す
る
こ
と
.に
ょ
り
.て
略
表
が
--
: 

国
全
体
の
数
字
を
そ.の
.ま
.ま
使
用
し
得
る
形
式

AJ.

な
■つ
た「

こ
.と
ば.1

へ..
進
歩
P

あ
.，
 

る
.が
，
®

.に
在
り
て
：も
、
そ

の

自

的

は

体

の

菌

が

：そ
の
#-
象
で
あ 

る
こ
と
は
論
ず
る
ま
、で
も
な
ぐ、
.
.
.
#

版
の
草
稿
に
.も
、
第
二
版
の
：

『

経
済
表
の 

説
明』

に
も
地
主
：の
±:
尸
平
均
の
純
所
得
西¥
リ
ー
ヴ
ル
は
そ
0.
.階
級
の
純
所
：
 

得
総
額
四
警
丨
.ダ
：ル
に
、
文
そ
の
純
歡
六
百
リ
ー
ヴ
ル
：は
全
国
的
の
六
：億

.

. 

リ
I
ヴ
ル
に
直
ち
に
置
き
替
え̂
机
：て
い
る
：の
で̂

る
於
、
略
表
の
^

;ゆ
於
. 

て
、
初
め
て
表
の
上.に
全
国
的
総
額
が
そ0
:ま
ま
.使
用
し
得
ら
を
る
こ
と
と
：な.

.つ
た
の
で
あ
：る0:
.

.

.
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H

坂
田
教
授
は
：屢

に

於

け

る

が

ご

：と
：き
生
産

-不
生

産

霞

級

の

！■
階
級
内 

の
流
通
は
表
示
か
ら
洩
れ
て

い

る

と
い
ぅ
の
ヤ
は
な
く
て
、

'-
:

'

:

に
図
式
か-̂: 

抹
殺
さ
れ
て
し
ま
ゥ
て
い
，る
0し
た
が
.ク
て
.わ
れ
わ
れ
は
と
：め.囊

.の
：解

釈

に-> 

屢

の

そ

れ

を

不

用

意

に

も
%'
'
こ
.む
こ
と
を
蒙

せ
ざ
る
を
得
な
い
く
ら
.い
で 

あ
る」( 「

訳
者
解
説1五
四
頁
>と
せ
ら
れ
る.。
し

か

し

略

表

が

齡

办

タ

ナ

ザ

グ
‘ 

の
相
互
の
安
出
過
程
安
括
約
せ
る
'%
:(
0
と
解
す
れ
ば'、
：,
，1階
^
:
.へ
の
支
出
， 

が
表
の
上
に
表
わ
れ
て
は
い
众
れ
.が
、
A
そ
め
結
果
の
：み.が
表
；示
さ
れ
る.
4之
' 

と
な
ぅ
'
たの
で

あ

つ
，
て

稂

本

的

揉

殺

さ

れ

て

：い
：る
お
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。 
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"坂
田
教
授
ゆ
略
表
め
附
記
が
ら
し
て 

.⑴
農
産
物
残
生
産
額
が
原
表
：の
投
資

.の
刹
子
を
別
に
考
慮
し
て
の
四
単
位
、

' 

，
.四
千
リ
ー
ヴ
，
.ル
か
ら
、'そ
れ
を
^

#に
入
れ
％
31
.単
位
、
五
千.
U 

—

ヴ
.ル
， 

.

.に
な
づ
た
.こ
と
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ケ

ネ

ー
経

済

表

範.式
の

疑

義

.
に

就

て

.
■.

:,
;
g生
舊

級

の

年

投

資

が

！1
!学』
-裏
に
な
る
と
貨
幣
に
転
形
せ
ず
、
現 

物
の
ま
ま
生
爾
級
内
ぬ
て
消
費
せ
ら
る
る
農
産
物
と
解
せ
ら
れ
る
こ
と

， 

と
.な
っ
た
こ
と( 「

訳
者
解
説」

五
八—

五
‘九
肓)
-°
ィ 

'
.
ぃ 

:

;?1
1
流

爭

.る
*

^

;は
ー
ー̂

1
-
^
?
リー

ヴ
：ル
^
せ
ら
.る
る
'%
荷

、,'
農

産

物
 

_
;
.
再

生

産

顧0.
*五
：単

位

，
と
.別
^
.
.
.
.

「

表

，
の.中
に
含
ま
れ
る
賓'の
：
総

額

」

.
'
.
に

計

上 

-
f
:
:
l
れ
るi

钜
猶
階
級
め
换
資
：

I;

千
リ
ー
ヴ
：ル
は
：

：『

実
ば
I

形
態
の
そ
れ 

''
.■.■:
'
>-
:
:で，も
考
え
：る
疋
り
紙
に
壮
方
が
な
い

」

.( 「

訳
者
解
説」
2

こ
と 

.と
：な
つ
た
こ
と
。
等
.パ
.
.
.
.
：
：
. 

i

え
^
^
:た
め
で
ぁ
る
が
、

生

産

額

は
o
附
記
に
ぁ
り
て
も
、 

*

^
の
授
資
ぬ
利
乎
を*

し̂
て
丟
舉
位
と
さ
れ
て
：お
り
、：

の

年

投

奪「

原

表

が

民

：；
地

主

：
：，
：不

生

産

画

級

' へ
金

料

と

し

て

靡

せ

，
る 

農
^

€̂>
.代
金
が
ク
：：
^
|
|
^
度

の

年

投

資

と

汝

；る
；も

の

>:
筆

者

の

ど

と

く

解

す 

れ
.ば
？
略
表
に
在
り
て
も
同
様
に
考
え
得
ら
れ
、
そ
れ
に
ょ
っ
て
、
中
央
，の
純 

収獲の苒生産わ；

4
0
.と
無
ざ
れ
る
：の
戈
あ
る
。
同
様
に
、
.
1̂
麵

級
 

一
の
投
資
.%
:
、
，
貨

幣

即

ち

製

作

品

の

生

1
@

級
へ
の
売
却
代
金
で
あ
る
と
解
す
ベ 

.̂
.■、
v芡
斯

く

不

：生

塵

級
'€
>授
^

貨

幣
.と
^
て

も

、
^

^

^

る

貨

酸

総

額 

,は
.

a

単

位

、
一
二
.千
リ
'丨
：
：ヴ
ー
ル

(

と
解
す
'-
<
き
で
ぁ
マ
て
：
：

『

擊

1

於̂
て
も
、
そ
. 

:

の
：

T

綱
要』

':
:
,
'
に
在
^:
て
:%
>ー
不

生

爾

級

：の
授
資
は
：

2
.千
认

丨

ヴ

ル

の

金

銭
. 

的

富

に

ょ

つ

て

、
こ
，
の
：階

級

に

還

附

さ

れ

る

も

：の

1

へPM
l
o
s
o
p
M
©

 ruxale.,. 

p. 44, p. 116: t.I, p. 123, p. 327: E

strflenp” p
,
5
1
.
:
「

訳
者
解 

説」

六

ニ

貢)

と
説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る。

‘

.

:不
生
一
®

級
の
被
資
を
：、
製
作
品
と̂
て

:%
.ポ
そ
れ
.は
農
産
物
の
.

1で
あ 

-'.
•

'

-
,;
:

六
九
'
.
S
 六
三)

第 • ニ 図

『農業哲学』の経済表の略表
. . ; ....■

表に示さn た分配の結采玲概要 

生 逛 階 級 地 生 階 級  不生庇附极

投資 . 收 入 投 資

輪 ^  -

紫会軍_ ぃ000、-|：の生む純收稷バ006 1000

級
：る
階
附
：
 

階
す
産
還
計
. 

産
対
生
の
合 

生
に
不
級
の

.く
— ベ

1000—  ̂0 生む純收穫-1000 1000

i

階
す
階
附 

の
半
，

産
対
產
還# 

入
か
-
.生
.{-
生

の

：.合
 

:

收
出
：'へ' 不
級
る
級
の

合計 .” .” 如00' ■...合|卜.” …2000.:.へ .：.'.，' 合計 .“ :…2000

総再生産額は生産階級に集り， この階級(こ亥出_ れる総額に等し 

い0 そ の 内 訳 を 承 せ ば .

fpy ，-，，，, • -，•，••_-•-...• ，，•■•，. ，.••，•.•，，. • . • ，.•り * 2 0 0 0  ..

直接生産暗級;の.丰 に 移 る . 取 入 の 部 分  ” 1000.:.
.生産階級に対する不基産階綠の還附の合計 . ‘ 1000 

生産階級からの原料品の購入に ‘使われる不生鹿階級の投資 " .1000
、 合 計 …5000

斯ぐて総苒生産額は50 00 ,その中耕作者がその投挺として

及びその原投資と年投資との利子として回収する分 ....... :，•…迎四

収入としセ残幺分…，..............      2000
…. . . .合 ’計 .，.5000

表の中に舍まれる富の総額

•，• • • • • ，• •，• . • • ，• •，• • • . • • . • . •，• • •，■•■•，• •，り ，* - ，• • ，，.-” • ，，，• ，，- * ，i2000 

不坐鹿{#叙の業者がつねに保有するこの階紙の投資 .…，，.，，，，.，1000
' 合 計 …8000

表
と
は
構
成
上
異
な
る
も
の
で
あ
る
か 

5:
筆
者
は
前
者
を
ハ

「

省
略
也
ら
れ
た
る 

0

^

 

.ど
じ
、:

略
表
と
し
て
は
一
：

一

十
三 

表
の
み
と
解
し
た
の
で
あ
る

(

三
®
学 

会
雑
誅
第
三
+
八
.卷
第
1ー
夺
べ
五
頁
、：

<

七—

八
九
頁
参
S

。
'-
.

.:_

尙
、
坂
田
教
授
は
略
表
は
.

「

原
表
を 

そ
.の
ま
ま
概
括
し
ょ
ぅ
と
し
'た
も
の
で 

あ
る
こ
-̂

に
は
問
題
が
な
い」

：
が「

原 

.表
と
異
な
る
性
格
を
打
ち
出
し
て
い
る

. 

点」

ゲ
法
意
し
な
く
て
は
な
ら
ず
又

「

結 

果
か
ら
見
る
：と
大
き
な
推
移
の
可
能
性 

-

を
は
，ら
ん
で
い
る
点

」

は
考
慮
を
荽
す 

る
も
の
と
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る

(「

訳
者 

解
説」

五
四
.艮
参
照)

。
：
.

::

第n

原

表

ど

略

表

と

-の 

.

::

差

異

に

就

て

，而

し

て

、&
鬆

授

は『

農

業

羣i

に
は
二
十七

の

屢

.が

収

録

せ

ら

れ

る

㈠
：
坂
田
教
授
は
略
表
.は
す
で5
一
つ
の
階
級
を
代
襲
す
る
個
々
.の
地
主
と
農 

と
ず
る
^,c

r
l

解
説」

.芄
ー
ー
一
頁
、

へ

そ

の

内

の

裏

は

囊

の

生

興

’
衣

生

.
業

者

と

商

H

I
と
の
間
の
流
通
I

個
別
_

の
再
生
I

程

丨

を

そ

れ 

産
歡
級
の
相
互
的
支
出
心
第
一
一
次
以
下
の
支
出
過
程
を
単
に
省
略
し

.た

も

の

.
' ぞ
れ
の
：階
級
間
の
流
贫―
-
社
会
的
緣
資
沐
の
再
生
産
過
程
"
•
を
総
括
的
に 

で
あ
ら
て
、

こ
れ等

は

両

階

級

間

相

互

の

駿

型

の

畜

過

程

を

括

約

し

た

略

：

示
ず
性
格
の
も
のI

為
け
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る

(「

訳
者

六八
；：(

二
六
：
 
一. 一y



り
、
又

續

と

じ

て

も

，
そ
れ
は
循
環
す
各
貨
幣
の
-.
時
的
の
姿
^
あ
：る
^
, 

6
、
.■
.
'れ
ず
れ
と
し
て
%-
’「

表
の
.电
に
含
ま
れ
.る
富
の
総
額
|~
;
<7
)
中
0
:不

生

摩':
'
.
' 

一
階
級
の
'段
資
ば
重
複
計
尊
ど
な
る
の
で
あ.今

-
'
•
'

.'

.こ
の
-1
表
の
中 

.
 

す
れ
ば
、'-
す
：
ル

グ

ス

：
や

1

の̂
解
釈
で
は
、
地
至
階
級
に
所
得£
じ
：て
め
貨
幣
：
 

土
単
位
、
：一；

一

午
リ—

ヴ

：ル
：
、
.生
議
級
に
年
々
苒
生
産
さ
：れ
る
農
霸
五
単
位、) 

H
千
：リ
丨

.

ザ
ル
、
不
生
^

級̂
に
年
々
他
の
；階
級̂
売
却
す
1

作̂
品
1
.軍
位

、へ 

.1..

一.
.千.リ
^
I
.
ヴ
：ル
、
合
1
1
1
OJ
九
...
千
.1—

ヴ
ル
..-
の
當
と
'^
る
.
.'̂.
'
:

(

本
稿
.第
'.七-因
参
照〕

...

.、ビ
；リ
モ.ヴ
，ィ
ヴ.
チ
，：や
ゥ
丨
グ
懷±.
.
.
.
及
び
坂
田
教
授
；
.の
解
釈
.の
ど
.，
と

ズ

製

作

品

.；

1

単
位
がI

期
間
内
に
ニ
度
反
覆
製
作
さ
れ
る
と
す
れ
ば
期
初
に
前
提
ど
な
る

. 

製

作

品

：

は
；：

一
：
单

位

、•4
,
千
リ
.丨
ヴ
ル
で
あ
る
か
ー
ら
と
の
場
合
ハ
：
§

の
総
額
'~
:は
丨 ̂

八
千
リ
-
ヴ
ル
と
な
夂;'
■
■馨

o
附
記
と
：
.

|

致
す
るA)
と
:̂
な
る
。r

従
ら
，で
.
^

れ
等
の
i

fr
t
い
ず
れ
も
、

と
略
表
と
の
差
異
と
は
な
ら
ぬ
こ
：と
と
な
る
。 

㈣

原
表
と
略
表
と
の0表
式
に
於
げ
る
差
異
は
原
表©
第
一
-
段

階

の
-1
生
産
階
. 

級
の
年
投
資
親
と
そ
の
生
：む
純
収
益
と
し
て
0
地
至
階
級
：の
麻
得1—
':

ぢ

,

0
 

点
線
が
略
表
か
ら
除
か
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
地
主
.生
産
両
階
級
間
_ 

の
他
の
過
程
と
は®

を
異
に
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、：
従

来--
般
^
^
.生
産) 

階
級
か
ら
地
主
階
級
へ
小
作
料
*租
税
•
十
錄
ノ
一
：税
等
と
し
て
、
そ
の

^
罾
が 

納
时
せ
ら
れ
る
過
棒
と
解
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
坂
田
教
授
は
原
表
の
解
説
.に
当 

り
、
.こ
の
®

の
第一

段
階
を
原
表
に
表
示
さ
れ
て
い
る
ジ
グ
ザ
グ
の
支
出
過 

程
以
外
の
三
階
級
間
の
支
出
過
程
と
し
て
、
'そ
れ
に
よ
ヴ
て
、
生
産
‘
.不
生
産 

両
階
級
そ
れ
ぞ
れ
に
ジ
グ
ザ
グ
の
支
出
過
程
に

V

滞
留
す
る
貨
幣
め
一
単
位
ず

七
〇

.

(

ニ
六
四)

つ

が

農

響

の

！
^

に
帰
し
、.そ

れ

が

地

主

階

級

へ

納

付

し

得

.̂
る

签

勾

と

と
 

な

り

、
次

原

表.に
•は
.示
め

さ

れ

て

い

な

い

が

、
説

明

に

述

べ

ら

れ

て

い

る

生

産

.

ー

董

産

疆

級

内

の

畜

ぬ®

る
H

で
独
自
の
癖f
 

5
-ら
れ 

^
の
.で
あ
^
.
'

( 「

訳
.者
解
説
1_
_ん
嵆
ハ
：|
四
：
：七

肓

、
鑛
.-
:
1穴
ネ
！

経

済

袠̂ 

表
>
0;
:疑
義
1?
:
就
て
^
三
：田
孽
涂_
誌
.第

苒

ザ

卷

,

鶴
ク
；K
-̂
と

の

原

表

；
の

第
la:
'段
階
を
欠
ぐ
^

に̂
：
ゆ

、
;,
坂

田

教

授

の

讓
 

の
斯
く
の
ご
と
.き
®
釈
は
そ
の
ま
ま
；J
-も
ち
こ
む
こ
と
を
躊
躇
せ
：ざ
る
を
得
な 

い」
( 「

訳
者
解
説j

五
四
頁)

'こ
と
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
が
し
な
が
ら 

筆
者
は
と
<6
:原
表
©
_
1
:
:

の

層

は

：ジ
グ
：ザ
プ
：に
表
示
せ
ら
る
る
過
程
に
於 

t;
?生
讓
級
め
純
収
獲
の1

鄴
代
金
が
年
投
資
と
：な
ヴ
、
又
そ
の
.生
む
純
収 

ヘ
酿
の
売
却
に
よ̂.
て
収
得
^
る
純
収
益
が
地
主
階
紙
め
所
得
と
'し
て
納
付
せ
ら 

:

る
?)
'
本
年
度
i
同

--の
®
#

が
前
年
度
に
も
行
わ
れ
て
生
産
階
級
の
年
投
資
が
：
 

地
主
階
級
へ
そ
の
所
得
の
納
付
を
苛
熊
に
す
：る
こ
と
を
示
め
す
も

.の

.：と
解
す
が
. 

故
^
、
：
：
只

賺

に

そ
.
.は
地
主
階
級
が
所
得
と1,
:て
ニ
举
位
：の
貨
幣
、
-
こ
の
場
合 

に
て
.
3一
千
リ
ー
、
ヴ

ル

'を
生
^

級̂
か
ら
納
#■
せ
ら
れ
て
既
に
所
持
す
る
こ
と 

を
前
提
と
す
る
こ
と
に
よ
り
て'>
.原
表
と
全
く
同
：ー
:の
解
釈
を
行
い
得
る
も
の 

と
す
る
。
斯
く
し
て
筆
者
は
越
村
教
授
と
同
じ

Y

略

表

は

「「

原

表

.を

機

械

的

に 

,要
約」

'( 『

ヶ
.ネ
ー
経
済
表
研
究』

一
一一

六
頁)

.し
た
も
の
：で
あ
っ
て
両
者
の
間 

に
：
は

何

等

根

本

的

差

異

を

認

め

，
な

い

も

：
の

で

あ

る

(

本

稿

第

一

，
一
一
因
参
照

)

。

第

三

：：'略
表

よ

り

範

式'

(

略
式
>
..
へ
©
進

展

に

就

て
 

'
ぐ

第 三 図

「補 足 せ ら 如 た る 原 表 」

在産階級  地虫階級  不生産階級

年投資  所 / 得 . 4 年投资

2000 ―~—— —— 2000 1000
農 産 物 •ベ ノ ^ 収 • 製  

10.00 1000 一 一 、 1000
1000 500

500 2 5 0 ^ > -  250  .
250 125

o -  5 - o  m c i f -  2 -  0 2 - 6

㈠

斯

く

し

て

、
略

表

に

在

り

て

も

、

そ

の

表

示

せ

ら

る

る

過

程

に

於

て

は

原 

表

と

同

じ

く

不

生.

®級
に

坐

産

階

級

か

ら

支

払

わ

れ

た

る

貨

幣

.一
単
位
、

- 

千

リ
I
ヴ
ル
は
不

生

産

階

級

に

そ

の

投

資

の

囱

収

と

し

て

滞

留

す

る

'こ
と
と
な 

.
る
が
、

そ
れ
が
、
当

該

年

度
.の
投
資

と

し

て

製

作

品

.の
原
料
ど
す
る
農
産
物
を 

購

入

す

る

た

め

耙

生

産

階

級

に

安

出

さ

れ

る

過

程

を

追

加

す

る

こ

と

に

ょ

り

て 

貨

幣

の

総

額

ニ

単

位

、
ニ
千
リ
ー
ヴ
ル
：は

全

額

生

産

階

級

に

還

流

し

て

、
斯
く
て 

,地
主
階
級
へ
.そ

の

所

得

と

な

る

ニ

単

位

の

貨

幣

を

納

付

し

得

る

こ

と

と

な

ヶ

、 

又不坐級はニ

.単
位

の

農

産

物

を

取

得

し

て

再

び

地

主

.
生

産

両
階
級
，に

売

却

す

べ

き

一

ー

举

位

の

工

業

製

品

を

製

造

し

得

る

，
こ

と

と

.な
る
の
で
あ
る
。

嘶
く
て
不
生
産
階
級
は
製
作
ロ

g

の
売
却
代
金
の
全
額
を
生
産
階
級
へ
支
出
す 

る
こ
と
.と
な
る
が
、
そ
の
過
程
を
原
表
の
形
式
に
て
表
式
.し
て
筆
者
は 

せ
ら
れ
た
る
原
表j 

s由
学
会
雜
餘
第
三
十A'
第
卷
三
•
四
合
併
号
 
一
ニ
ー
頁 

.第
'ニ
.図
、.同
誌
樂
1
1
:
ー
十
八
卷
第
八
号
三
三
頁
第
四
因
、
本
稿.m
u一
図
参
照)

と
し
、

'

又
略
表
に
h不
生
.

級
の
生
産
階
級
べ
の
®

一

 
回
目
の
豸
ff
i
を
追
加
し
て 

は

-I
®

ぜ
ら
れ
た
る
略
表j:(

三
田
学
会
；雑
誌
第
三
十
八
卷
第
八
号
三
.四
頁 

第
五
図
、
本
稿
第.四
因
参
照)

を
得
た
の
で
あ
.る
が
、
そ

れ

は「

M

せ
ら
れ 

8 

oた
る
原
表」

の

■

括
で
あ

り

、

文
バ
ゥ
エ
ル
の
修
正
表

(Economic. 

0-
?nJ

o
u
r
m
l
” 

v
o
l
*'
v
, P,

i
7
)

と
同
一
の
図
式
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

9'計
.ゥ
丨

グ
博
土
も
経
済

表
：：C

原
表)

.
 
'
の

理

解

に

到

達

す

る

思

囊

材

と

し 

.
ィ
：
て
.

『

襲

表

.の
分
析』

：を

検

討

し

そ0

「

完

成

せ

ら

れ

たi

表」

を 

| 

.掲
載

し

，て

い

る3
供
2:
-§
1
1
 

Economique. 

of 

Frangois 

o Q^snay.,: 1950,: >

 

7
5
,

拙
槁
.「

安
定
：角

衡
の
経
済
表
：に
就
て

」

20
0
:,
:三
；田
学'会
：雜
誌
第
五
十
巻
第
二
号
：五
四
頁
第
六
因
参
照

)

：。

一■
.

、
.ど
3
1
1階
級
間
の
ず
べ
：て
め
支
出
過
程
を
、
従
つ

 
'て
叉
貨
龄
の
完
全 

:

么
な
る
循
環
を
表
示
す
る-!
實

せ

ら

れ

た

るMf
J
'
:

沿

、
：
文

そ

.
の

ジ

グ 

.
?ノ
ザ

グ

：の
_支
&
過
程
を
‘括
約
す
る「

董
ぜ
ら
れ
た
る
略 

0;
表
の
屢
や
略
表
ど
等1>
ぐ
、：

生

靡
‘：
不

生

震

階

級

：
の

貨

幣

と

U
て 

:嘯
".
の
投
資
0,
支
出
を
明
確
に
：表
明
し
て
い
な.い
の
で
あ
る
0ゾ
こ

の

ゼ

産

.
一 

ー1:
%
生
産
|
1
^
:
の
..投
資
の
爱
出
を
';
>
:
:
地
主
階
級
ケ
所
得
と
表
め
：同
列
の 

::
^
:
:
馨

か

ら

均

齊

片

、
明

確

に

表

式.1
.た
め
が『

農
業
哲
学
綱
要』

の
略 

へ
 
>
:
:
:
,:
.
'七
：

1

ゾ

会

ケ
ー
ネ

ー

経
済
表
範
式
の
：疑
義
に
就
て
，
，



式
で
あ
り
、『

経
済
表
の
汾
析』

の
範
式
に
他
な
ら
：ぬ
：の
で
あ
る
。

筆
者
ゆ
後
.,

に

掲

載

す

る

第

七

図

「

範

式

着

図1

に
そ
の
過
程
を
表
示
す
る
と
：と
ど
ザ
る 

」(

三
由
学
金
雑
誌.第
三

十
/\
象

ん

奁

五

：
三
頁
第
七
図
参
照

)
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\
入 

㈡
.
坂

田

教

授

が̂
ヶ
ネ
丨
経
済
表

』

の
附

録
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一IL

e
s
r
v
a
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i
a
t
i
o
n
s
d
u

:
’ 

Ta
b
l
e
a
u

 

e
.
c
o
n
o
m
l
q
u
e
l

 
に
、

中

間

表
 

F
o
r
m
e

 

i
n
t
e
r
m

,a'iaire 

の
一
つ
.と
し
て
.写
真

版

の

第

二

と

し

て

初

め

，て

発

表

せ

ら

れ

た

ヶ

ネ

ー
年

記

の

■'
. 

「

表

.に
示
さ
れ
た
分
配
の.結
果

の

概

要

」

は
巴
里
.の
国

立

文

書

保

管

所

の7
,ラ

；

ボ

-
文
書
1
の

况

七

八

四

書

靠

の一
葉
入7
1
1
3

)

ヤ
あ
る
：が' 
同
じ
表
題
の 

下
に『

農
業
救
学』

に
掲
載
さ
れ
る
略
表

(

本
稿
第
一
一
図

)

の
単
な
る
草
稿
で
は
な

- 

- 

,

.
■
;
:
.
.
七 t

v
o
l
H
C

 
六)

.

く
又
坂
田
教
授
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
ぅ
に
、
帛
に
.

「
『

哲

学』

：
の'

「

概
要」

の
さ 

v

。
庄
縮.3

藍

の

^「

訳
者
解
@

六
紐
頁)

；で
も
な
い
よ
ぅ
に
考
え
ら
れ
る
。

こ

のr

ヶ
ネ
ー
，
手

記

の

概

要

」

は
.
.

『

哲
学』

の
経
済
表
に
、
初
め
て
記
入
さ
丨 

れ
た
I

級
の
総
額
g
千
：リ
+丨
：ヴ
：
ル

を

最

初
^
掲
げ
て
へ
一:地
主

階

級

：の

所

得
-1 

:

千

义

丨

ヴ.ル
：
の
：
支

出

は

生

産

V:

不
生
適
両
階
級
間
の
相
互.の
還
附

に

よ

：
マ
て
そ 

.

.の
全
額
が
両
階
級
：の
お
の̂
の
©
宇
に
移
る
1-
と

の

^
グ
：ザ

グ

の

支

出

過 

.-
'■
■程
ゼ
文
字
に
ヤ
説
明
し
て
い
る。

^

こ
の
生
：爾

級
.が
：受
げ
取
る
-!
:
千
.リ
ー
ヴ
.ル
：
は

年

授

資

と

1
て
使
用
さ
れ
、

.
そ
の
.再
生

：學

る

證

獲

一

宇

リ

丨

タ

ル

へ

は

:^
央
；に
詻
載
さ
れ
る0
又
と
の
階 

一
級
が
消
費
す
る
農
産
物
一

f

千
V
:!:.ザ
ル
の
回
収
分
と
不
生
産
階
級
か
ら
購
入
さ 

れ
る
製
作
品
に
；て
揄
琪
さ
れ
る
原
投
資.の
部
々
■ の
損

耗

分

の

.
回

収

分

即

ぢ

そ

の 

^
子

ど

；
し_て
，
の
：費

用

の

'
:回
収

分

「

'ー
；
千

：
リ
.
I ヴ
.
.ル
と
'^
加

え
.た
：合

計

三

午

リ

ー

ヴ
 

ル
の
年
支
出
の
.回
収
分
と
し
て
の
農
産
物
三
千
リ
ー
ヴ
ル
が
表
の
中
央
に
記
載 

.■
さ
れ
る
0
--
;;
.,
.-
;-

'.
'

■
経
済
表
：

(

原
表)

.:
'や
そ
0
略
表
め
中
央
に
表
示
令
れ
た
再
生
産
さ
れ
る
純
収 

.

.

.
'

獲
の
'

U

千
リ
.丨
ヴ
ル
と)

こ
：の
■年
支
出
..
の
' 回
収
分
.と
.し
-て
.の|

一
一
千
リ
ー 

"
ゥ
ル
.と
.の 

合
計
が
農11

#

再
生
産
額
五
于
リ
！
ヴ
ル^;
し
て
記
載
さ
れ
.て
ぃ
る
。「

後
の
範 

式
で
は
、
：
こ
：の
中
央
の
記
馨
分
が
削
除
せ
ら
れ
た
の
で
：あ
る
。

,
不
生
1

狹̂
に
は
地
主
階
級
の
所
得
め.半
額
-*
千
リ
：

—

ヴ
'ル
と
、
：
生

産

.
不 

生
産
両
階
級
間
;©
相

:5
:
支
«
の
過
程
の
結
果
、
不
生
廳
級
に
窗
ら
さ
る
る

I 

千
リ
Iヴ

. ：

ル

と

：
の

合

計

ー：，一

千
r—

ヴ

ル

がこ
o'
階

級

の

受f

額

と
.な
る

が

、

そ
の
中
の
一
：
千
，リ
ー
ヴ
ル
は
、
こ
の
階
級
の
報
酬
と
し
て
、
食
料
購
入
の
た
め
に 

生
産
階
級
へ
f

さ
れ
、
i

一
〒
リ
I
ヴ
ル
が
投
資
の
回
収
とし
て
.留
保
さ 

れ
る
が
、
ヒ
れ
も
製
作
品
の.原
料
購
入
の
.た
.め
生
産
階
級
：に
支
出
さ
る
る
こ
と 

と
な
る
も
の
で
あ
る
と
説
明
さ
九
る
，。
こ
'の
支
出
を
範
式
で
は.不
生
産
階
級
の
：
 

投
資
の
支
出
と
し
て
表
式
さ
れ
る
。
'こ
の
不
生
産
階
級
の
授
資
ー
千
リ
ー.ヴ
.ル
：

不 生 產 階 級

投 %

図

概 要 」

第 五

— 手記のケネー 

地 主 階 級生 産 階 級

所 得投 資

この支出は相互の還附によ 
りてその全額が両階級のお 

のおのの手に移る:

この頷が生む純収搜

この額の中でこめ階級の報 
酬として生産階級に支出さ 
れたのは

従つてこの階級の投资の補 

項として切保され、次V て 

原料購入のために生産pfr银 
へ支出される額は の

吏
出

と
生ii

階
級
'の
年
投
資
一
：

1'

千
リ
ー
ヴ
ル
の
支
出
と
、そ
の
消
費
す
る
農 

産

物

一

一

中

リ

ー

ヴ

ル

と

：原

投

灣

の

.補
修

の

：
た

め

、
に

：
^

さ

れ

る

製

作

品

一

千

リ
 

丨
ヴ
；ル
と
；の
合
計
五
序
リI
グ
ル
の
支
出
を
咖
算
し
て
支
出
総
額
六
千
リ
ー
ヴ 

ル
と
記
載
し
、
そ

れ

は

農

の

年

々
の
苒
生
産
額
五
千
リ
ー
ヴ
ル
：に
ょ
り
.て
、 

同

額

の

支

出

額

六

千

.
リ

ー

ヴ

ル
と
同
額
の
再
生
産
額
五
午
リ
ー
ヴ
ル
が
年
々
更

新
さ
れ
る
.'.
%
.の
ぞ
あ
る
と
説
明
す
る
。

，
 

こ
の
：場
合
生
産
階
級
の
支
出

4
#

五
千
リ
I 

ヴル
. ：

の
内
に
は
貨
幣
と
し
て
の
部
投
資
の
.支
出 

U
H
-

リ
-
ヴ
ル
と
、
■財
貨
と
し
て
の
年
搅
資
の 

支
出
ニ
千
リ
！
ヴ
ル
と
が
重
複
し
て
計
算
さ
れ

投資の支出 

2 0 0 0 の回収として 

再-生産される 

2 0 0 0 • 

投資の利子としての支出 

•.1 0  0 0 の回収として 

再生産される

再生産額合計

支出額

•

.は
れ

.

.
^
•
て

'
.
計
さ
対
リ
：

合

入

の

よ
，

:

額
購
出
に
も

.
,
.娜

ブ

喊

働

れ

て

ぃ

る

ノ

又

年

み

五

午

ゾ

ー

ヴ
ル
の
支
出
に
ょ 

..

.士

.

議

斩

.り
て
苒
生
産
額
が
五
千
リ
ー
ヴ
ル
で
は
純
収
獲

す
.
.出.産
..
生

.が

.

.，，が

..
な
い
.
.こ
と
と
な
る0
;一l¥.
'
9
-ヴ
，ル
の
年
々

■ 

■ 

'
，算
支
生
.
.苒
30
ノ 

：
. 

■

:
.:0
加

作
.て
物
50
0
の
支
出
に
ょ
り
て
再
生
産
額
が
五
千
リ
ー
ヴ
ル

>
0
,
1
:
1
'

紅
'
_
細

：
で
あ
る
か
ら
年
.々の
：
發

獲

が

ー

.
ー

千

リ

ふ

:
£酿
_
衫

後■

と
な
る
：の
で
あ
る0従
：っ
：て
、
略

式

や

襲

に

あ

0 

り
て
は
、',
こ

の

生

級

の

支

出

額

五

千

又

は

、

ヴ
ル
は
こ
の
階
級
の
受
取
額
と
考

洛V

ロ5

る
' 
り
て
尤
、

.g:.

の

で

'対

.五
十
意
" 

ta
,
'級
る
は
の
'の
：

，

支

階
.な
物

も
00
え

ら

れ

て

い

る

(CEUVres., p. 315 :

邦
歌
岩

瘴
と
産
ー
る
60
:

:

'

_
生
00
:敷
な
 々

'波
文
庫
本
五
四
頁
、
坂
田
訳
本
一
四
ー1頁
参
照
>
。 

不

60
る

と

年

■-
の
ヶ
.ネ
丨

手

記

の

「

表

に

示

さ

れ

た

分

配

-
6

結
果
の
概
要」

を
邦
訳
し
'た
坂
田
教
授
の

ケ
ネ
ー
経
済
表
範
式
の
疑_
に
就
て

七
三
.：0

1

六
七)



貨幣

図
_■里，/V第

001合言

2000

00合計
『

ヶ

ネ

ー

経

済

表

』

'第
三

因(

同
.書

r
M者
解
説」

六
五
頁)

は
原
文
の
形
に 

忠
実
の
た
め
理
解
し
難
い
点
が
あ
る
の'で
、
前
記
の
筆
者
の
解
釈
に
ょ
り
て
多 

少
の
変
更
を
行
つ
た
図
表
を
衙
げ
る
こ
と
と
す
る

c

本
稿
第
.五
図)

。

『

農
業
哲
学』

に
は
同
じ
表
題
の
下
に
、
略
表
と
そ
の
附
記
と
が
発
表
さ
れ 

た

の

で

，あ

る

が

(

坂

獨

教

授

『

ヶ
ネ
ー

経
済
表』

' 

g
g
c
r
e
' 

I

..邦
訳
同
書
五 

0

頁
、
本
稿
第
一
一
因
参
照

)

、
筆
奮
は
こ
の
ヶ
ネ
ー
手
記
の

「

概
要」

の
中
に
む 

し

ろ『

農
業
哲
学
綱
要』

.の
略
式
や『

経
済
表
の
分
析』

の
範
式
の
胎
動
を
感 

ず
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
於
て
坂
田
教
授
の
こ
.の

— I
ヶ
ネ
ー
手
記
の

 ̂

要」

の
発
表
は
内
外
学
界
に
対
し
て
き
わ
め
て
意
義
あ
る
努
力
で
あ
.っ
た
と
信

ず
る
も
の
：で'ぁ
る

。

第

四

：
坂
.田

教

授

の

経

済

表

：
の

範

式

の

：
解

釈

:に
.就
て
：
へ
'■
■
, 

:
2
:
:
坂
田
教
授
ば
経
潘
表
の
範
蹇
解
説
せ
ら
る
る
杧
勞
り
数
宇
は
略
式
の

」 

単

位
—.
.千
屮
丨
ザ
ル
ゼ
使
掛
し
。
：

( 「

訳
者
解
説」

へ
七
三
'1
:
'第
四
因
、
；
本
稿
第
六 

図)

> 
三
階
級
.の
^

0開
始
就
の
狀
態
女
汉
の
ど
と<
前
提
す
る
:<
>

.
3
地

主

階

級

ー

は

所

得

と

：
し

で

貨

幣

ー

ニ

举

«

:̂

パ
：他——

略

式

に
て
は
ニ 

千
、
.範
式
にて
は
 

ー+
j-f
r
億

リー

 

■ヴ
ルI

_
_

_

を
所
持
す
る
。

' §

不
生
産
階
級
は
投
資
：と
し
て
貨
幣.

一

単
位
M3
I

略
式
にH

は
一
千
、
範

V

.式
に
て
.は
十
億
リー

ヴ
.ル
.
--
を
保
持
す
る
。
'

'

斯
く
し
.て循
環
す
る
貨
幣
額

，は
三
単
位
、
Ml
、
m 2
、
ぬ—

吣
式
に
て 

.は
三
千
、
範
式
.に
て
汰
三
十
億
リ
，丨
ヴ
ル|

と
な
る
。
但
し
貨
幣
の̂
 

ぬ
、
.他
の
13
号
は
筆
者
が
説
明
の
便
宜
の
た
め
、
又
、、ハ
ゥ
ェ
ル
の
流
通
す 

.ノ
る
貨
幣
額
を
一
一
一
単
位
と
す
る
そ
の
修
正
表
式
と
の
比
較
の
た
め

£

1
加

'え
た
.も
の
で
あ
る
。
、
 

.ゾ
 

...

/
in
生

産

階

級

は

農®

五̂
単
位
、
A
、

B
、

c
、

D
、

E
又
は
が
、
矽
、ぴ
、
 

6
、

矽
|

略

式

に

て

は

五

〒
、
範

武

に

て

ば

五

十

億

リ

ー
.ヴ
ル
I

を

:,
所

持

す

る
:0

3

 :

.坂
田

教

授

は

支

出

：の

第

.
一

過

程

と

し

て

不
生
i

双
は
投
資 
一.
¥ほ
と
し
 

て
の
貨
幣
M3
を
支
出
し
て
原
料
と
す
る
農
産
物

1

単
位
<
=
3
を
購
入
し
、
そ
れ
‘に 

ょ
り
て
製
作
品
1
単
位
及——

略
式
に
て
は
1
千
い
.範
式
に
て
は
十
億
リ1
ヴ

ル
I

を
作
る
。
こ
れ
は
坂
田
教
授
も

「

流
通
の
；順
序
と
し
て
は
や.や
.不
自
然
. 

な
形
と
な
ろ
ぅj

が

「

不
生
産
階
級
は
期
間
の
は
じ
め
に
お
：い
て
、
.
0

0

0

 

を
と
る
^

1

#に
な
.に
も
.の
を
も
所
有
し
な
い
ら
しい
か
ら」

へ「

訳
者
解
説」 

七
'

1.1

頁)

止
む
を
え
な
い
%:
办
と
考
ぇ
ら
れ
る
。
偷
肇
者
は
説
明.の
使
宜
の
：た 

め
に
他
の
階
級
に
売
却
す
る
製#:
品
ニ
.単
位
を
妒
、
0
と
す
る
0- 

肖

.史
出
の
第
一1

過
程
と
し
て
、
地
主
階
級
は
を
の
所
得
と
ず
る
貨
幣
：一

.一
：単

位

、 

Ml
、
M2
を
生
赴
.
• 不
生
産
両
階
級
へ
等
分
に
支
出
し
て
農
産
物
：ー
単
位
写
と
製 

作
品
.

一

単

位

卩(

農
産
物
0
.の
変
.形)

.と
を
購
入
し
^
罾
す
る
>:
;
.'
.
:

㈣：

突
出
の
第H1

過
程
と
し
て
、
不
生
産
階
級.は
製
作
品
、1
¥位
^
の
代
価
と 

し
て
地
主
階
級
よ
り
受
け
取
る
'費

幣

「

単
位
馬
を
も
つ
て
食
料
と
す
る
農
産
物
ハ 

一
単
位
0
を
購
入
1
、
そ
れ
に
：て
等
価
の
製
作
品__
.単
位
0
を
作
る
。
へ

- 

㈤

史
出
の
第
四
過
程:̂
しV

、.

坐
産
階
級
は
農
®

 

|単
位

耳

の

代

価

と

'
じ 

て
地
主
1

よ
り
受
け
取
る
貨
赂
一
単
位
叫
を
も
つ
で
原
授
資
ヴ
年
ダ
の
損
耗

' 

を
補
塡
す
る
た
め
に
使
用
す
る
製
作
品——
-
¥位
0
を
購
.入
す
る
。
斯
く
し.て
、
，
 

坐
産
階
級
は
不
举
讓
紙
よ
り農
産
物
一1単
位
0
、
D
の
代
価
と
し
て
受
け
取
， 

る

貨

幣

ー

ー

単

位

叫

、
'̂
は
次
に
：地
主
階
級
に
納
付
す
る
も
の
と
す
る
。
.
：
'

-
㈥.
.不

生
産
階
級
は
.製
作
品
一
単
ほ
<3
-0.
代
#
と
.し
て
生
産
階
級
：よ
ゥ
受
け
取
，
 

る
貨
幣
ー
単
位
队
を
次
筇
度
の
役
資
と
：し
て
使
用
ず
べ
く
保
持
す
る

0
,

㈦

生
産
階
級
ば
財
實^'
し

て

の

：
：

年
l
1x

-«
と
し
て

：消
費
す
る
：農

産

物'一
 
単
位 

A

、
B

と
製
作
品
一
単
位̂
と
に
よ
り
て
農
産
物
五
単
位
^

^
か
、
^

'
 

5

 

' 

E>
を
再
生
産
す
る
。
生
：議

級

甩

に

て

消

費

：せ
ら
れ
る
農
馨
ー
：：ー
単
位

<

.

B 

と
、
鏡

I

補
修
に
使
用I

る

製

作

品I

f
 

2

農

物
C

I

形)

ぺ

と
は
年
支
出
で
あ
を
か̂'
、
^
、
B;
、b
は
：年
支
'出
の
'回
収

分

で

あ

り

、
.
地

主 

•
•不
生
産
雨
階
級
に
売
却'せ
ら
れ
る
D
、
E
ま
た
は
ひ
、
E :
が
純
収
獲
と
解
せ 

h
れ
を
。.但
じ
坂
田
教
授
：の
：原
表
の
解
説
に
和
い
て
は
：人
と
0
と
が
年
投
資
と 

.し
て
の
支
出
の
回
収
分.、
1>
と
6(

製
作
品
£
に
変
形)
と
：が
純
収
獲
と
解
釈 

:
せ
ら
れ
.た
の

ゼ

あ

る

：：

( 「

訊
者
解
説」

.
&
<頁
第
ー
：
軋

、

>
拙

稿

-1
'
経
済
表
1_ 

:
ノ(

原
表)

丨
の
'疑
.
_に
锦
て
-
^
1
ー
ー
由
学
会
雑
翁
第
五
十
卷
第
六
号
第
三
园
、
第
四 

因
参
照)

。：

 ̂

.

:

㈧
.

斯
く
め
如
き
坂
田
教
授
の
経
済
表
の
範
式
の
解
釈
で
は
.「

第

四

図
«

m
 

第
：六
囟)

の
ご
と
く
範
式
の
形
そ
の
ま
ま
で
は
な
い
。
.事
実f

経
済
表
の
分
析』 

に
お
..け
る
ヶ
ネ
ー
の
説
明
を
基
と
も
て
流
通
め
秩
序
を
描
く
と
す
れ
ば
範
式
の 

_

め
龙
ま
と
は
^
ら
な
い
^ ，
が
当
然
な
の
：で
あ
る.

K
f

訳
者
解
説」

：七
四
頁) 

.

.と
；
せ

ら

れ

る

：
が

、

ぞ
れ
は
一
：
一

.
1邊
金
葳
博
士
が
撕
き
直
さ.れ
た
：説
明
図
.( 『

経
済
. 

学
説
研
究』

：三
四
：七
貢
>
.\
と
等
.し
い
構
成
と
な
り
、
従
つ
て_坂
田
教
授
は「

ヶ
. 

ネ
I

の
説
明
を
忠
実
.に
追
；い
fr
き
て
作
れ
る
も
の
な
れ
ば
彼oヶ
，ネ
!) 
'の
説 

明
に
誤
り
な
き
眼
り
、
此
：の
表
は
改
め
ら
る
可
き
性
質
の
も
の
に
あ
ら
ず
と
謂 

l,
v
得
る
i

«経
済
学
説
研
£

a
四
.八頁

) ：：

と
す
る
三
：邊
博
士
の
見
解
に
同
調 

"し
て
；い
ら
れ
る
め
で.あ
る
：

(

5
者
解
説」

七
六
貢
>
:';
9

- 

:
•■
-.

■ 

然
し
，な
が
ら
他
面
、
，
坂
田
教
授
は
流
通
す
る
貨
幣
量
が
原
表
や
略
表
に
て
は 

m
主
階
級
の
所
得
額
と1

の
一
ー
ー
単
像
と
さ
れ
：
て

兔

た

の

が

、

:'
範

式

に

至

っ

て
 

3
単

位

と

大

き

な

変

化

が

ー

あ

.っ
た
と
と
を
注
意
せ
ら
れ'

( 「

訳
者
解
説」

：七
五
丨 

七
が
寅)

':
>
循
環
す
る
貨
幣
*'
を
ー
プ
ー
舉
您
、

'ー
十

億

と

ず

：
る

こ

と

に

.就
て

は『

経 

済
表
の
分
昕
1
呤

-1
要
約i

 

:を
表
式
す
る
：;-
ゥ)

エ
.ル
：
の

解

説

図

」

^

て

.
'
' 

孝

"Cl

衾

^

.

:

ヶ
.ネ
I
経
済
表
範
式
の
疑
義•に
就

て
*
'
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V
o
l
.
V
,

 

pp.: 

1
6
1
1

00)

.に
賛
意
を
表
し
てV
ら

れ

る( 「

訳
者
解
.. 

,
广
セ
七
其
參
照)

。
を
0
場
合
、
敗
田
教
授
は.不
生

霞

級
©'
授
資
を
>ハ
タ

 ̂

ル
は
財
貨
と
し
、
貨
幣
で
な
い
と
し
て
い
る
と
解
せ
ら
れ
る
が
、
バ
ゥ
エ
ル
の

. 

■
芷
乾
式
で
は
不
生
馨
截
の
投
資
が
ら
ば
直
線
於
|

れ
て
1<
,な
1>
:が
:'
-
'そ

-- 

の

歡

に
.ょ
れ

ば

〜
：
生

産

階

級

か

ら

不

：生

産

階

軟

に

3>
の
過
展
で
安
私
わ
れ
た••
•

>

貨
幣
が
不
生
産
階
級
め
授
資
の
回
収
で
：あ
り
、
Vそ
：れ

が

フ

原

料

と

す

る

農

廳.

•

職
入
©
た
'办
に
錢
の
過
程
に
ょ
か
坐
産
階
級
に
：茭
出
さ
れ
る
も
の
へ
で
あ
る
か

：

ぐ 

ら
、.
.
%
れ
が
段
資
と
レ
芡
の
貨
幣
と
考
え
得
ら
れ
る
の
セ
あ
る
夕
>
.
:
へ
へ
^
^

経
済
表
0-
原
表
に
於
け
冬
と
馨
に
範
式'
:

(
略
式
> 
に

於

て

尨

生

鍾

紙

吖
：
.

.

年
投
資
を
飽
く
ま
で
財
貨
形
態.に
て
把
が「

現
物
0

6ま
で
徽
費
さ
れ
：る
も
の：
1,:
. 

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

」

''( 「

訳
者
解
説」

：七
四
肓)

£:
:
考
>又
知
枚
る
坂
田
教
授
は.
'

.

範
式
に
於
て
生
®

^;
の
.ギ
投
資
か
ら
不
生
産
階
級
ー
へ
の
支
出
の̂線
が
⑴
如
ノ 

れ
ズ
い
る
こ
と
ぼ
ー
磊
の
連
ら
资
い
と
ど
ち
で
板
る
K「

m
者
觯
説J 
:
K
A
M

)

V
;
 

M 

と
せ
G
れ

又
3

済

表

の

分

析

』

續

「

要

約」

へ
に''
.:'

「

前

年

良

に̂
^

:

讓

級

の

授

資

額

」
；(
s
u
v
r
e
s

ぐp. S15 

“岩
^
文

庫

本2£
晚

1'
墒

田

^

%

ン 

一
：
四

11

頁)

'
.
:
と
す
る
敗
に
そ
■の
年
投
資
が
らT

雷
を
意
味
す
る
斜
線
ば
無
意
：
パ 

味
で
あ
る
1_( 「

訳
者
解
説
1—
^
四
頁)

と
し
、'そ
れ
ゆf

ど
ヶ
.考
え
て
も『

経

：
 

済
表
の
分
析』

の
説
明
と
盡
し
な
い1-
'( 「

訳
者
解
説」

七
五
8:
,

.-
と

を

再

. 

び
注
意
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る。

' 

.

既
に
、
三
.邊
金

麗

士

も

生

磨

級

め

年

授

資

か

ら

「

範
式
の
如
^

線̂
を
：
 

引
く
は
ケ
ネ
ー
の
説
明
の
何
処
に
照
合
し
て
之
を
勧
考
す
る
も
、
，終
に
其
の
理

■■
■

由
を
得
る
激
お
ず^
て
結
局
無
意
義
た
る
を
発
見
す
れ
ば̂
む
し
ろ
—1
改
む
可 

一

き
は
範
武
な
'̂
髮

『

麥

学

説

研

究』

：
ー@
六
：|
三
四
八
頁)

と
考
え
ら
一
れ
た

'の
.で
.あ
る
。
.
.

,

'一：

：

、
.従
ら
：て-f

訳
者解

説
」
. ：：

の
七
'三
直
に
掲
載
か
れ
る
嚴
四
図.

(

本
稿
第
六
因) 

.は

.

「

経
済
表
の
範
式」

と
せ
ら
れ
る
も
、
：ぞ

れ

は.—
1範
式
の
.形
そ
.の
ま
ま
：で
は 

ぺ''
な
'ぃ
1_
^
訳
者
解
説
|—
七
四
頁)

6
;で
あ
.？
て
三
：邊
博
士
や
久
保
田
博
士
が
晷 

.•■
■済
表
.の
’分
析』

：.
.の
本
文
の
説
明
に
ょ
り
て
描
く
範
式
の
解
説
⑵
と
同
じ
機
構
と 

な
.る
.も
の
で
あ
る
。
.

:: 

'
㈨.：
：
斯

ゃ

で

：
坂

墨

授

ば

：経

済

表

の

-
1
:
羅

こ

：
そ

：
は

生

理

学

者

ヶ

ネ

ー

の

構

因 

と
し
て
適
わ
•し
い
構
成
を
も
つ
の
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が

tableau fonda

丨 

.
m
e
n
t
a
l

な
の
で
あ
り
、
範
式
は
囊
と
と
も.に
.そ

.©
説
明
図
に
過
ぎ
な
い
、

/.
或

れ

は

範

證

光

か

だ

か

説

明

図

と

し

ヤ

の

^

^

改

良

し

た

も

の

に

他

な

ら 

•
な

い

と

い

ぅ

こ

と

に

も

な

る

の

で

あ

る

^
佘
訳
者
解
説
じ
八
：
^

ヶ

 

ン
や
ゥ
ー
グ
博
±
と
羅
の
意
見
を
持
た
れ
た'の
.で
あ
る
。
，
.
.
'

.

.

.
.

.

.

西

.

,第
3:
,::
-
坂
由
教
授
の
範
式
の
解
釈
の.検
討
.に
就
：て 

:
㈠
'
:範
式
に
於
て
は
略
表
と
同
様
に
地
主
階
級
の
所
得
は
既
：に
生

.
1
1
^
級
ょ
り 

い

納

付

せ

ら

れ

て

貨

幣

：に

て

所

有

.し

て

い

る

こ
と
と
解
す
る
。
従
っ
て
こ
の
点
に

■
就
.て
の

坂

由

教

授

：の
解
釈
は
、
.，
そ
の
ま
ま
範
式
：に
は
適
用
し
得
な
い.の.で

r 

:
あ
る
デ
：

:.
:
:
:
- 

.
■-- 

.

.

::

㈡

生
産
階
級
め
年
投
資
に
就
て
は
、
坂
田
教
授
は
®

の
解
釈
か
ら
財
貨
と

生迮階扱

第 七 図

範 式 解 説 因

地主階級 

所得

!、“  V V!; Mr -T - - * - - r - - - - ^ 4- M*
：；! 2000 (货幣） 2000 (ft幣）
’ ' ABCDE E l 一、

1 □ □ □ □ □  '
i [U^iooife

不库産階級 

投 a

— ■ - ― ̂  - 

1000 (货輪） 
FG
mm

■■Mi 1000***.

-MjlOOO

2000 -

今5 «  I f - -1000 □
E，

支出吗《---- 2000 □ □
AB*

G000 

受取額

5000 □ □ □ □ □  
A-BCDE'

再生産総額

2000冒_  
FG，

製作品額

に
於
て
も
、
：地

主

.
不
生
産
両
階
級
べ
の
農
産
物
の
売
却
代
金
が
生
産
階
級
の 

年
投
貧
と
な
る
%
の
と
解
釈
し
ヽ
そ
、の
意
味
を
明
ら
か
.に
表
示
す
る
た
め
に
上 

.部
€>
:
年
投
資
の
位
置
に
移
動
し
て
、
年
投
資.ょ
り

不

生

産

階

級

へ

.，
の

支

出

の

点 

線
が
描
か
れ
る
も'

の
：：

と

酵

し

た

の

で

あ

る:(

三
田
学
会
雑
誌
第
三
十
八
卷
第
八 

号
i
f冥
第
叱
：因
;'
本
稿
第
七
図
参
S
。

ノ 
ノ

原

表£
で

養

丨_

.に
：で

も

、

範

式

(

略
式)

'に
て
も
、
渡

獲

が

商

品

資 

本
と
な
ケ
、.そ
の
.売
却
代
金
が
貨
^

と
な
り
、
こ
れ
が
變
表
に
掲
げ
ら 

れ
る
生
産
階
級
の
年
投
資
と
称
せ
ら
れ
る
も
の
で
、
.そ
の
半
額
が
労
務
者
の
賃

セ

七(

ニ
七
一)

.せ
ら

れ

る

が

ヶ

ネ

ー

の

経

済

表

第

一

一

.版
の『

説
明』

か
ら
貨
幣
.の
流
通
に
よ
り 

そ
の
投
資
はT

絶
え
ず
財
貨
的
形
態
か
ら
貨
幣
形
態
に
、

ま
た
貨
幣
形
態
か
ら 

財

慕

態

に

類

す

る

撒

想

で

あ

：る
。

」
( 「

訳
者
解
説
.

i

一三
：一.頁
、
：
四

〇

丨
&1: 

頁
参
照)

と
と
を
注
意
せ
ら
る
る^;
、
略
表
の
解
釈
か
ら
は

「

生
産
階
級
の
■年

. 

投
資
は
货
幣
に
馨
：せ
ず
、
現
物
の
ま
ま
充
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

.る
が
、
と
の 

こ
と
も
.『

锂
学1

以
後
に
お
け
る
構
想
の
推
移
を
あ
ら4
ナ
も
.の
.

」

.( 「

訳
者
解
. 

説」

五
八
頁
タ
と
し
て
注
意
せ.ら
れ
、
'範
式
に
’て
ば
生
産
階
級
内
に
て
.現
物
の 

.ま
ま
消
費
さ
れ
る
ニ
吊
リ
ー
ヴ
ル
を
年
投
資
と
解
せ
ら
れ
る
べ

「

訳
者
解
説
.

j

五 

九
頁
参
照)

の
で
あ
る
。
.

'

.

し
か
し
、
.

1に
て
は
地
主
•
不
生
産
両
階
級
べ
食
料
と
し.て
売
却
せ
る
農
. 

産
物
の
代
金
が
貨
漱
形
態
の
：年
授
資
で
あ
り
、
，
不
生
産
pi
：
級
と
の
相
互
支
也
の 

結
果
そ
の
半
額
は
製
作
品
購
入
の
た
め
に
不
生
産
階
級
：に
支
出
さ
れ
、：

.他
の
半
. 

額
は
.同
じ
生
産
階
級
内
の
労
務
者
に
賃
銀
と
し
て
支
拭
わ
れ
る
の
'で
あ
る 

(Tableau GEconomique., p. ii, p
.

,<
:
邦
說
岩
波
.文
庫
求
ー
 

s
 頁
、 

.1

三

頁

、
坂
田
訳
本11

六
頁
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一

九
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参
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ぐ
又
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略
表
1

^

,
‘不
生
度
両
階
級
へ
：の.濃
産
物
■の
.売
却
'代
金
が
生
産
階
級
の
年
投
資
と
な
る 

も
の
で
、
そ
の
半
額
ば
釋
品
の
購&

金
と
し
てr

不
生
産
階
級
へ
還
附

」 

せ

ら

るる
の
で
あ
る
が(philosopMe. ruirale., p. 44, p. 116, 1.1, p. 

123,p. 327 :

坂
田
訳
本
年
0
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略
表
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.あ
る
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の
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は
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ら
か
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そ
れ 
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不
生
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級
，に
吏
也
さ
れ
た
生
産
階
級
の
授
資
の
半
額

J
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l
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4
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.40
7
.
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由
訳
本
:.
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九
、

て

ニ

頁)

と

籠

せ
^
れ
る
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で
あ
る
。
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づ
そ
馨
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敏
式
へ
略
式>

:
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ヶ
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済
表
簕
式
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疑
義
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就
て
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銀
と
し
て
生
遮
階
級
内
へ
、
そ
の
半
額
が
製
作
品
購
入
代
金
：と
じ
で

'不
生

講
< 

.級
へ
’交
出
せ
ら
れ
、
嘴

養

が

賃

顧
_
て
購
-^
し
”
：翼

す

る

资

料

.と
農
業
者 

;自
ら
於
消
費
す
る
食
料
と
©:
'
>
ー
単
位
の
生
産
階
級
內
ぱ
て
消
費
せ

^:
れ
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:
:嚴
章
 ヾ

物
如
生
産
資
本
と
解
し
た
の
で
あ
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，

/

而
し
て
そ
の
消
費
せ
ら
る
る
農
産
物
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1

式
に
：
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年
投
資
の
支
出j

と
し
て 

表
示
さ
れ
を
も
の
：と
解
す.る
.の
.で
あ
る
0 

,

.
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尙
不
生
産
階
級
の
授
貧
に
就
て
は
坂
田
教
授
は
原
表
の
解
説
に
て
.は
、
：
生 

産
階
級
の
年
授
資
と
同
様
に
財
貨
即
ち
エ
業
の
製
作
品
と
解
し
而
-4
、
そ
れ
が 

齋
の
当
初
商
品
と
し
て
嫩
主
階
敝
に
購
入
さ
れ
、
斯
く
て
不
生
産
階
級
は
貨
：
 

幣
の
形
で
そ
の
手
に
と
り
戾
ホ
も
吖
と
解
じ
た
が
、
' 略
表

：の

附

記

に

農

適

物

再

. 

生
i

額
五
.千
リ
ー
ヴ
：ル
と
は
別
に
計
上
さ
れ
た
不
生
産
階
級
の
，投

資

〗

千
リ
' 

丨
ヴ
.ル
ゆ「

貨
幣
形
態
の
そ
れ>:
で
も
考
え
る
ょ
り
他
に
仕
方
が
な
い

」

：(「

訳 

者

解

説」

六
ー
ー
ー
頁

〉

と

考

え

ら

れ

た

の

で

あ

る

”
而
じ
て
範
式
に
到
っ
て
.は 

r

不
生
産
階
級
は
、
期
間
の
は
じ
め
に
お
い
て
貨
幣
形
態
を
と
る
投
資
奴
外
.な 

.に
も
の
を
も
所
有
し
な
い

j ( 「

訳
者
解
■」

七
ニ
頁〕

も
の
と
し「

一
期
間
の
' 

末
に
不
生
産
階
級
の
手
に
残‘り
.、」

：翌
年
再
び
生
産
階
撒
に
対
し
て
使
用
さ
れ

」 

る
そ
の
段
資
の
回
収
分
と
し
保
存
さ
れ
る
の
は

r

財
實
で
な
く
、
貨
幣
で
あ
、る.
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と
が
眠
瞭
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あ
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訳

者

解

説
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七
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頁〕

と
.せ
ら
れ
た
の
で
あ
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: 

雀
の

解

釈

に

於

て

も

、
不
生
産
階
級
の
投
資
を
貨
幣
形
態
と
解
し
た
筆
者 

は
生
産
階
級
に
購
入
せ
ら
れ
た
る
員#
ぼ
の
代
金
が
本
年
度•の
不
生
産
階
級
：の 

投
資
と
し
て
保
有
せ
ら
る
各
も
の
と
し
た
の
で
，あ
る
が
略
表
に
於
て
.も
同
じ
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あ
り
、
そ
の
保
存
せ
ら
れ
る
授
資
於
原
料
購
入
の
た
め
に
坐
磨
敬
に
玄
出
さ
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不生産階級 
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資
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れ
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過
程
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れ
た
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三
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方
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1
1
^
せ
ビ
れ
た
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本
稿
第
因
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た
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あ
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式
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範
式
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は
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れ
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貨
幣
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あ
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地
主
階
級
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所
得
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同
列
の
授
資
の
位
置
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於
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生
産
階
級
の
：年
授
資
と
均
齊
を
保
つ
て
支
出
さ
れ 

る
も
の
：と
解
釈
し
：た
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あ
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c

三
田
#
会
雑
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三
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卷
第
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五
三
頁 

第
七
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沐
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索
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囟
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解
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所
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幣
-.I

単
位
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木

生

醒

級
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投

資

と
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の
貨
幣
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範
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収
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す
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。
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訳
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解
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範
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ら
れ
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収
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.
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範
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、

：
.

S

 

十
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と
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ら
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.
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.
地
主
階
級
の
所
得
の
外.に
、
そ
れ
と
同
列
の
.生
産
階
級
の
年
投
資
も
不
生
産 

階
級
の
投
資
も
f

と
解
す
るも

*
?

は
略
武
や
範
式
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所
要
§

量
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就
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は
マ
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ク
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バ
ゥ
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ヌ
は
ー
.一.ナ
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て
足
る
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の

と
し
、
そ
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環
の
過
程
の
中
に
於
て
地
主
階
級
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.所
得
と

も
な 

り
、
生

産

.
不
生
遊|
§
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の

授

資

と

も

纪
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す
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従
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於
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階
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双
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又
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又
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.
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.
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又
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階
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幣
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千

又

は

ニ

十

億

リ

I

.

ヴ
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■:
生
産
階
級
に
、
そ
の
年

.々再
生
産
す
る
農
産
物.五
単
位
、
五
千
又
は
五
十
億
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リ

ヴ
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^

ハ

不f

霜

敏
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エ
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品
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又
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額
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、.
'九
：
千

又
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前
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る
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に
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り
て
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木
自
然
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形
が
表
わ
る
〃
る
こ
と
な
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し
て
解
釈
し
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た
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で
あ
る
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一
一
由
擧
会
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第
三
；

八
卷
第
八
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五
三
頁
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七
囫
、
本
稿
第
七
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参
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本
稿
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一

第
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図
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田
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授
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範
式
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'る
た
め
に
'同
じ形
式
を
揉
用
す
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収
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環
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然
し
な
が
ら
、
経
済
表
の1

に
は
原
表
と
.し
て
の
意
義
が
'あ
り

、
純
収 

-
擞
が
商
品
資
本
と
し
て
、
他
.の

一
一

■階
級
.に
売
却
せ
.ら
れ
て
貨
幣
資
本
と
な
り
、

：

.
,そ
の
吏
出
に
太
り
て
購
入
ぜ
ら
る
名
生
産
資
本
：の

使

用
消

證

，上
り
て
再
が
純 

_
獲

が

再

生

産

せ

な

る

各

過

程

や

々

階

級

陳

€>
.相
互
的
支
i

程
に
於
て
生
産： 

瘩
歡
ゅf

投
資
のi#

額
が
不
a
産

讓
|-
'
爱

出

ー

せ

权

找

文

不

虫

産

階

級

吖

投
 

(

貴

が
^

:せ
ら
？)
:
る

過

程:.
;
'文
中
央
に
萍
生
塵
せ
ら
る
る
純
収
獲̂
表
明
し
、 

x

そ
の
：売
却
に
ょ
り
て
得
ら
る
る
純

g

益
が
地
主
階
級
©
種

.と
し
て
^
:
せ
ら 

る
ん
過
程
と
が
«;
不
さ
れ
：て
い
る
点
等
、
経
済
表
黛
本
表
土
し
て
重
視
す
ベ 

き
も
の
で
あ
り
> 
そ
の
理
解
な
く
し
て
は
、
.略
表
も
略
式
も
範
式
も
解
明
し
得 

な
^
め
_で
あ

各
.:
0
黑

『

農
業
哲
学』

：
：の
囊
ば
原
表
の
：，ジ
グ
ザ
グ
の
支
出
過
程

：

.'■

.'.;を
括
約
1.
:
て
’

®
e>
;
れ
た
紙
面
に
-
簡
明
に
全
国
的
の
数
字
を
そ
の
ま
ま
使
用 

.も
得

る

利

点
が

お
る'03

馨

学

綱

躉
,0
赂

式

や『

経
済
表
の
分
析

』

の
範 

:
式
樣
三
階
紙
の
す
べ
て
0.
支
出
過
程
を
、
従

？
て
、

(

貨
幣
の
H

i
な
る
循
環
を 

，表
明
し
、
且
つ
地
主
階
級
の

®

.
の
支
出
に
就
：て
の
み
な
ら
ず
し
て
、
生

摩

•

不
i

両
階
級
の
被
資
の
支
出
を
：も
明
確
に
、
.均
齊
に
表
式
し
、
そ
こ
に
記
入

： 

せ
ら
れ
る
敦
宇
の
如
何
に
ょ
り
て}
国
の
経
済
状
態
を
的
確
に
判
明
し
得
る
も

： 

め
と
な
っ
た
の
で

.あ
：る
。

m
,

.'
経
済
表
原
表
め
，生
産
階
級
と
地
主
階
級
と
の
第
：一
段
階
の
点
線
の
過
程
に 

就
て
独
®
の
解
釈
を
試
み
ら
れ
た
坂
田
教
授
の
解
説
は
、
■.こ
の
i

を
欠
く
略 

表
に
は
そ
の
ま
ま
適
用
せ
ら
れ
ザ
、
又
そ
の
略
表
の
解
説
は
M
_の
⑩
砠
量
を 

.一一一.単
位
と
解
す
る
そ
の
龜
式
へ
は
、
，.そ
の
ま
ま
適
合
せ
ざ
る

こ

と
-^
な

る

の

で 

あ
る
。
ニ
れ
は
解
説
に
於
て'も
忠
実
な
る
訳
者
の
態
度
を
も
っ
て
、
用
語
の
不 

正
確
は
不
芷
確
な
り
に
、

T

矛
盾
は
矛
盾
な
：り
に
、
又
、
曖
昧
は
曖
昧
な
り
に

」

説

か

れ

た

結

果

で

あ

る

も

の

と

考

え

ら

れ

る

(
「

訳

者

序

文」

五

頁

参

照)

。

ヶ
ネ
ー
生

誕
！

W

五
十
年
の
昭
和
十
九
年
に
、筆
者

は

ヶ
ネ
ー
や

、、、
ラ
ボ
ー 

侯
の
経
済
表
に就
て

の

諸
解

説

の

時
間
的
变
化

と

、

そ

の

前

後

の

矛

盾

と

を
検 

討
し
、
前

後

相

互

に

置

し

つ

つ

独

断

に

陥

る

こ

と

を

懼

れ

な

が
.ら

、

経
済
表 

の
i

か

ら

、

そ

の

ジ

グ

ザ

グ

の

支
出
過
程
を
総
括
し
た
略
表
を
経
て
略
式
や 

範

式

へ

到

達

せ

る

推

移

を

、
点

線

に

て

示

め

さ
.
れ

る

機

構

の

面

と

、
そ

れ

ぞ

れ

に 

使

用

さ

れ

る

数

字

の

論

撕

か

ら

と

：一
貫
1

た

解

説

を

試

み

三

田

学

会

雑

誌

(

第 

三
十
八

巻
第
一
一.
号

、

.三
•
四

合
併
号

、

八

号

)

に
連

載

し

た

の

^
あ

る
。

.

^

^

^

^々「

置

せ

ら

れ

た

る

囊̂

三
田
学
会
雑
誌
第
三
十
八
卷
第

：

' 

三

,
四
合
併
号

 
一
一
二
頁
第
二
因
、
同
誌
第
八
号
.三
三
頁
第
四
因
、
本
稿
第
三
因

)

と

「

M

せ
ら
れ
た
る
略
表」

(

三
®
学
会
雑
認
第
三
十
八
卷
第
三

V四
合
併
号 

三
.四
頁
第
五
因
、
本
输
第
四.

0は
い
ず
れ
も
た
だ
原
表
か
ら
略
表
を
経
て
略 

式
や
範
式
に
■到
達
せ
る
経
路
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
し
て
試
み
た
も
の
.で
あ
つ
• 

.

.て

も

.

'

.も
、：
文
略
^.
を
も
範
式
を
も
ヶ
ネ.丨
が
晉
々
^.
遺
1>
..たま
. 

ま
の
形
に
於
て
統
一
お
る
解
釈
を
試
み.た
の
で
あ
る
0
慶

済

轰：(

原
表)

の

.: 

ご
と
く
中
央
に
.再
生

産

せ

ら

る

：
る

#-
産
物
額
を
記
入
せ
る「

—

せ
ら
れ
た
：.る
- 

範
武
.

T

を
本
稿
第
八
図
と
レ
て
掲
載
す
氣̂
と
と
す
る
。
.
'
:
:

」

.'ケ

ネ
I

.経
済
表
簕
式
の
.疑
義
に
就
て

そ
れ
ぞ
れ
に
使
用
さ
れ
る
数
字
と
_

に
て
示
め
さ
れ
る
経
済
表
の
機
構
と 

を
発
展
的
に
追̂

し

た

ので

あ

る

が

ゝ

経

済

表

の

こ

の

一

一

ー

潼

の

®
表
は
そ
れ
ぞ 

れ
の
前
提
の
下
に
於
て
、
相
互
に'な
ん

ら

矛

盾

す

る

ど

と

な

く

、
.
又

同

時

に

存
 

在
し
得
る
と
の
結
謫
に
到
達
し
た
の
で
あ
る
。

'
:i
•
”又
.、
斯

:<
>
ネ
丨
と
共
に
経
済
表
の
原
表
か
ら
略
表
を
経
て
、
範
式

(

略
式) 

.へ
と
迎
る^
.>:
,

ょ̂

り

尤
--
初
め
て
難
解
の
経
済
表
.も
若
干
理
解
し
易
く
な
る 

で
あ
ろ
ぅ
-o
. 

. 

V 

.

ン
'

従
来
の
研
究
は
専
ら
、
：仏
蘭
西
の
農
業
再
建
後
の
社
会
：の
恒
久
不
変
の
基
本 

的
支
出
秩
序
を
表
式
す
る
：規
範
的
の

「

均
衡
の
経
済
表
.

」

を
爾
象
と
し
た
も
の 

.で
お
つ
た
が
、
次

の

馨

に

；、
，
ゥ
！
グ
博
士
、の
，

「

不
均
衡
の
.経
済
表」

の
研
究 

を
中
心
'に
、
当
時
の
仏
蘭
西
に
於
け
る
経
済
表
の
実
践
的
性
格
の
検
討
を
試
み 

-る
こ
と
と
す
る
0
',.
:
''
.:
ア
；
.
.
^

• 

 ̂
.■ベ.

.

.
' 

■■ 

■ 

' 

■ 

■ 

V

.:

経
済
表
が
；ヶ
^

丨
み
ず
か
ら
の
手
に
ょ
ヴ
て
印
刷
せ
ら
れ
た
ニ
七
五
八
年
ょ 

り
本
年
：は1

音
年
目
に
当
り
そ0
記
念
と
し
て
、
内
外
の
経
済
学
界
に
於
て
経 

"

済
表
に
関
す
る
さ
ら
に
貴
重
な
る
発
見
や
、
:/
:
多
く
の
研
究
が
発
表
せ
ら
れ
る
も 

の
，ど
期
待
さ
れ
て.：い
る
，

.

X
一
.(

ニ 
七
五)


